
「元気なまち 橋本」を目指して「元気なまち 橋本」を目指して

時
に
は
、
危
機
管
理
室
で
の
対
応
人
員
を

増
や
す
な
ど
市
の
危
機
管
理
体
制
を
強
化

し
ま
す
。
ま
た
、
紀
の
川
を
始
め
と
す
る

河
川
の
対
策
に
つ
い
て
は
、
早
期
解
決
に

向
け
、
国
や
県
に
引
き
続
き
要
望
活
動
を

行
い
ま
す
。

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て
は
、
高
齢
化

が
進
む
中
、
地
域
公
共
交
通
網
形
成
計
画

に
基
づ
き
、
誰
も
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
で
き
る
公
共
交
通
と

し
て
再
編
を
行
い
、
市
民
の
移
動
手
段
の

確
保
と
利
便
性
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

公
共
の
建
物
や
道
路
・
橋
り
ょ
う
な
ど

の
老
朽
化
に
対
し
て
、
緊
急
性
や
優
先
順

位
を
考
慮
し
、
改
修
や
更
新
、
長
寿
命
化

を
計
画
的
に
行
い
、
安
全
安
心
の
ま
ち
づ

く
り
を
行
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
に
基
づ

き
、
ま
ず
５
年
間
の
整
備
計
画
を
策
定
し
、

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
、
取

り
組
み
ま
す
。

防
災
・
減
災
に
つ
い
て
は
、
自
主
防
災

会
の
自
主
的
な
運
営
や
、
助
け
合
い
の
仕

組
み
づ
く
り
を
支
援
し
、
自
助
・
共
助
の

意
識
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
災
害
発
生

こ
れ
か
ら
の
元
気
な
橋
本
市
を
担
う
子

ど
も
た
ち
に
は
、
基
礎
的
な
学
力
や
そ
れ

ぞ
れ
の
個
性
を
生
か
し
て
能
力
を
伸
ば
す

教
育
、
ま
た
心
身
と
も
に
健
康
な
身
体
づ

く
り
が
必
要
で
す
。

小
中
学
校
に
お
い
て
は
、
人
権
教
育
の

推
進
、
道
徳
教
育
の
充
実
、
ま
た
態
度
教

育
の
強
化
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
が
礼
儀

や
協
調
性
を
学
び
、
豊
か
な
心
が
育
ま
れ
、

こ
れ
を
基
盤
に
、
指
導
者
が
工
夫
や
改
善

を
行
い
、
主
体
的
・
対
話
的
な
学
び
の
実

践
に
よ
り
確
か
な
学
力
と
健
や
か
な
体
力

の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

「
橋
本
ふ
る
さ
と
学
」
も
活
用
し
、
ふ

る
さ
と
へ
の
愛
着
を
深
め
ま
す
。

ま
た
、
学
校
と
家
庭
、
地
域
、
行
政
が

協
力
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
力
を
学
校
に
、

学
校
の
学
び
を
地
域
に
広
げ
、
一
体
と

な
っ
て
地
域
の
活
性
化
と
教
育
力
の
向
上

に
つ
な
げ
る
「
共
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
を

推
進
し
ま
す
。

さ
ら
に
、
不
登
校
や
ひ
き
こ
も
り
、
非

行
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
が
複
雑
化
・
困

難
化
す
る
中
で
、
学
校
を
核
と
し
て
、
地

域
住
民
と
教
育
お
よ
び
福
祉
関
係
者
、
行

政
が
連
携
し
て
子
ど
も
を
総
合
的
に
支
援

す
る
「
学
校
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
化
」
の

仕
組
み
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

子
ど
も
を
取
り
巻
く
さ
ま
ざ
ま
な
課
題

に
対
し
て
効
果
的
・
多
面
的
に
支
援
す
る

方
策
と
し
て
、
学
習
支
援
や
こ
ど
も
食
堂

な
ど
、
「
子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り
」
を

持
続
的
に
進
め
ま
す
。
ま
た
、
教
育
と
福

祉
の
連
携
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
で
、
将

来
的
に
は
こ
ど
も
食
堂
が
ひ
と
り
暮
ら
し

の
高
齢
者
の
居
場
所
と
し
て
も
活
用
で
き

る
よ
う
、
少
子
化
対
策
と
高
齢
化
対
策
が

融
合
し
た
取
組
み
に
発
展
さ
せ
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
環
境

を
提
供
し
て
い
く
た
め
に
、
「
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（
ハ
ー
ト
ブ
リ
ッ

ジ
）
」
の
機
能
を
強
化
し
、
家
庭
や
子
育

て
へ
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
を
さ
ら
に
充

実
し
ま
す
。

本
市
の
高
齢
化
率
が
31
．
０
％
と
な
り
、

今
後
も
急
速
に
高
齢
化
が
進
む
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
、
ス
ピ
ー
ド
感
を

も
っ
て
取
り
組
み
、
生
活
圏
域
に
お
い
て

助
け
合
い
・
支
え
合
い
の
仕
組
み
づ
く
り

を
進
め
る
と
と
も
に
、
地
域
で
担
い
手
と

な
る
人
材
の
育
成
を
図
り
、
高
齢
に
な
っ

て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら

し
て
い
け
る
よ
う
、
地
域
で
の
連
携
や
協

働
が
生
ま
れ
や
す
い
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

雇
用
の
創
出
に
つ
い
て
は
、
（
仮
称
）

あ
や
の
台
北
部
用
地
の
整
備
を
進
め
、
早

期
に
企
業
の
誘
致
活
動
に
取
り
組
み
、
併

せ
て
働
き
手
の
確
保
に
も
力
を
注
ぎ
ま
す
。

就
労
ニ
ー
ズ
の
あ
る
企
業
の
誘
致
に
努

め
、
特
に
新
卒
者
な
ど
若
い
世
代
の
雇
用

を
推
進
す
る
こ
と
が
、
定
着
、
定
住
へ
と

つ
な
が
る
と
考
え
る
た
め
、
企
業
情
報
や

採
用
情
報
の
発
信
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

農
業
に
お
い
て
は
、
担
い
手
の
育
成
や

農
業
所
得
の
向
上
に
向
け
、
付
加
価
値
の

高
い
特
産
品
づ
く
り
や
、
農
産
物
の
ブ
ラ

ン
ド
化
、
ま
た
販
路
や
販
売
方
法
を
工
夫

す
る
こ
と
な
ど
で
農
業
の
魅
力
向
上
を
図

り
、
就
農
し
や
す
い
環
境
を
整
え
ま
す
。

観
光
振
興
に
つ
い
て
は
、
恵
ま
れ
た
自

然
や
歴
史
・
文
化
資
源
、
地
場
産
品
な
ど

を
組
み
合
わ
せ
、
地
域
や
民
間
事
業
者
が

着
地
型
・
体
験
型
観
光
を
核
と
し
て
進
め

ら
れ
る
よ
う
支
援
し
ま
す
。

産
業
に
活
気
が
あ
ふ
れ
、
雇
用
の
創
出

と
交
流
人
口
の
増
加
に
よ
る
経
済
効
果
が

地
域
に
も
た
ら
さ
れ
る
よ
う
施
策
を
展
開

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
、
本
市
を
代
表
す
る
伝
統
産
業
で

あ
る
「
パ
イ
ル
織
物
」
や
、
国
の
伝
統
的

工
芸
品
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
紀
州
へ
ら

竿
」
の
高
い
技
術
を
継
承
し
て
い
け
る
よ

う
人
材
育
成
に
努
め
、
ま
た
新
商
品
の
開

発
や
全
国
、
海
外
へ
さ
ら
に
販
路
を
開

拓
・
拡
大
し
、
地
元
産
業
の
活
性
化
を
図

り
ま
す
。

賑
わ
い
と
活
力
あ
る
ま
ち
を
創
り
ま
す

元
気
な

ま
ち
づ
く
り

２

教
育
と
の
連
携
に
よ
り
子
育
て
に
や
さ
し
い

ま
ち
を
創
り
ま
す

元
気
な

ま
ち
づ
く
り

３
地
域
全
体
で
支
え
合
い
で
き
る
ま
ち
を
創
り
ま
す

元
気
な

ま
ち
づ
く
り

４

安
全
安
心
な
暮
ら
し
を
支
え
る
ま
ち
を

創
り
ま
す

元
気
な

ま
ち
づ
く
り

５
人
が
学
び
あ
い
共
に
育
む
ま
ち
を
創
り
ま
す

元
気
な

ま
ち
づ
く
り

６

さ
ら
に
地
域
で
の
助
け
合
い
・
支
え
合

い
に
よ
り
地
域
力
が
高
ま
り
、
そ
れ
を
子

育
て
支
援
や
、
災
害
へ
の
備
え
、
ご
み
の

減
量
化
な
ど
の
連
携
や
協
働
が
必
要
と
な

る
多
く
の
取
組
み
に
つ
な
げ
、
地
域
主
体

の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
市
民
病
院
に
お
い
て
は
、
地
域

医
療
の
充
実
に
努
め
、
医
師
の
確
保
と
救

急
医
療
体
制
の
充
実
を
図
り
、
安
全
安
心

の
医
療
を
提
供
し
ま
す
。

▲共育コミュニティの清掃
　ボランティア活動 ▲工場などの建設が進む企業誘致団地

▲紀州へら竿

▼パイル織物

副市長の選任について
平木市長は、４月25日の市議会臨時会に
おいて、森

も り

川
か わ

嘉
よ し

久
ひ さ

氏の副市長選任を提案し、
承認されました。

就任のごあいさつ
４月の市議会臨時会において同意をいた
だき副市長に就任いたしました。
身に余る光栄であり、改めてその職責の
重さに身の引き締まる思いでございます。
上
う え

杉
す ぎ

鷹
よ う

山
ざ ん

公の藩政改革では質素倹約とと
もに殖産興業が進められました。本市では
市長を先頭に既に種を蒔きつつあります。
花を咲かせるには時間がかかりますし、世
話も必要です。また、畑を広げて新しい種

を蒔く必要があるかもし
れません。これからも、
平木市長を補佐し、橋本
市発展のために力を尽く
します。

◀市議会臨時会であい
さつする森川副市長

教育委員会の構成について
４月25日の市議会臨時会において同意を得て、
小
こ

林
ばやし

俊
しゅん

治
じ

氏が教育長に、𠮷
よ し

田
だ

元
も と

信
の ぶ

氏が教育委員に
任命されました。また、教育長の指名により教育
長職務代理者が決定し、教育委員会委員の構成は
次のとおりとなりました。
●教育委員会委員（敬称略）
教育長：小林俊治
教育長職務代理者：米

よ ね

田
だ

惠
け い

一
い ち

委員：田
た

中
な か

敬
け い

子
こ

、中
な か

尾
お

悦
え つ

子
こ

、𠮷田元信

就任のごあいさつ
平木市長からの任命、市
議会の同意をいただき、４
月25日付けで橋本市教育委
員会教育長に就任させてい
ただきました。
これまでの４年間の経験
を生かしつつ、初心に戻っ
た気持ちで、子どもからお
年寄りまで学びを通して、

自己肯定感や生きがいの持てる教育環境の整備や
仕組みづくりに尽力いたします。
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